
1．はじめに

改革開放以来，中国は貿易の自由化と直接投資

の受け入れを通じて世界経済との一体化を進めて

おり，中国の経済は大きく成長し貿易額も飛躍的

に増大した。2001年のWTO加盟を経て，その

ペースは一段と加速し，貿易の量的拡大とともに，

その構造も途上国型から新興工業経済群（NIEs）

型へと高度化してきた。本論文はスカイラインチャー

トを用いてこのような産業・貿易構造の変化に対

して実証分析を行う。

スカイライン分析はレオンチェフ（1963）によ

る考案され，輸出輸入の誘発効果を含めた産業構

造と貿易構造を視覚的に表現した優れた分析ツー

ルとして愛用されてきた。宮川（2005）はスカイ

ライン分析の方法に，輸入内生化モデルも加え，

新たなスカイラインチャートの作成を提案し，横

幅を国内最終需要の誘発生産額構成比にし，また

輸出入による誘発分の細分化を工夫した。本論文

ではレオンチェフのスカイラインを従来のスカイ

ライン，宮川提案のスカイラインを新スカイライ

ンと呼ぶ。両方とも競争輸入型産業連関表に基づ

き作られ，中間需要と最終需要に使われる輸入品

と国産品を区別していないため，加工貿易の多い

国の輸出輸入のパターンを明確にすることが難し

い。それに対して，非競争輸入型産業連表は国産

品と輸入品のそれぞれの需給構造を示し，貿易構

造の分析には非常に有効である。しかし，これま

で中国の非競争輸入型産業連関表がなく，WIOD

（TheWordInput-OutputDatabase）によって

はじめて中国の非競争輸入型産業連関表が使用可

能になった，非競争輸入型産業連関表によるスカ

イラインチャートの作成を提案する。

以下第2節では，スカイライン分析の理論基礎

を示した上で，第3節において中国2014年の産

業連関表を使って3つのスカイラインチャートを

比較すると共に，非競争輸入型産業連関表による

スカイラインチャートが中国加工貿易の実態をよ

り明白に表現できることを明確にする。第4節で

は，非競争輸入型産業連表から中国2000�14年の

スカイラインチャートを算出作成し，当該期間の

産業・貿易構造の変遷を確認する。

2．スカイライン分析の理論基礎

1） 従来スカイライン分析

従来のスカイラインは輸入外生型均衡産出高モ

デルを使い，スカイラインチャートは一般に，以

下のような均衡生産量決定モデルを基礎として導

入される。

x,d,e,mはそれぞれ以下のように表されるベク

トルである。

Xiはi部門の国内生産額を，Diはi部門の国

内最終需要額を，Eiはi部門の輸出額を，Miはi

部門の輸入額を表している。また，Aは以下の

ように表される投入係数行列である。
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（1）式により，国内生産額を以下の 3の要因

・x
D
,x

E
,x

M
・に分解することができる。

x
D
は国内最終需要を海外との取引なしで自国

産だけで満たす場合に必要な生産額であり，国内

最終需要の誘発生産額（波及効果）と呼ぶ。x
E

は仮に最終需要が輸出だけで，国内需要がないと

想定した場合に，その輸出財を生産するのに必要

となる生産額で，この生産額は輸出の誘発生産額

（波及効果）と言う。x
M
は仮に全ての輸入財を自

国で生産すると想定した場合に，輸入財の生産に

必要となる仮想的な生産額で，輸入の誘発生産額

（波及効果）と言う。

（2）式をx
D
について解けば，以下の（3）式が

導出される。

（3）式を部門別に表したものが，以下の（4）式

である。

（4）式の両辺をX
D
iで割ることによって，（5）

式を導出することができる。

スカイラインチャートは（5）式が示したように，

x,x
D
,x

E
,x

M
の値を相対化して作成する。横方

向は生産額構成比で，縦方向は，各最終需要によっ

て生じる「波及効果」を「国内最終需要」による

「波及効果」を基準に相対化したもので，「ビル街

を遠くから見た，高さと幅が違う長方形が横に並

んだ図」である。図1はそのうちの1棟のビルに

相当すると考えられる。

図1の左には従来スカイラインチャートの基本

の読み方を示している。長方形の横幅は各産業の

生産額構成比Siを表している。全ての産業につ

いてこの長方形を描けば，右端は1になる。縦方

向から見ると，上から1番目の点線は国内需要の

誘発生産額 x
D
に対応する100％線である。輸出

によって誘発される生産額の国内需要の誘発生産

額に対する比率をこの100％線に上乗せする。そ

れが一番天井の線になる。それで，一番天井の線
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（注：「*」と「#」のある式がそれぞれ競争輸入型スカイライン，非競争輸入型スカイライン分析の式）

図1 スカイラインチャートの読み方
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から100％線までの高さは輸出の誘発生産額 x
E

を表している。天井の線から輸入の誘発生産額の

国内需要の誘発生産額に対する比率を差し引いた

所に新たな線を引く。図を見やすくするために，

天井の線から新たに引いた線までの部分を網掛け

する。この部分は輸入の誘発生産額x
M
を表して

いる。この長方形の網掛けた部分を除いた部分は

国内生産額xを表している。

2） 新スカイライン分析

近年では，企業の多国籍化に伴い，部品の生産

と完成品の組み立てを別地域で行うケースなど，

生産工程を細かく区切った複雑な生産ネットワー

クが構築されている。こういった生産工程の分散

立地の結果として形成された産業構造と貿易構造

を的確に把握するためには，国内需要を満たすた

めに輸入されたものと最終的に輸出された商品の

中間財として使われるものを区別して認識する必

要がある。

新スカイラインは輸出輸入の誘発分について，

多国から部品を輸入し，組み立てた製品を輸出す

るという現状を明らかにするために，輸入内生型

モデルも使われている。しかし，競争輸入型産業

連関表は，輸入の使用に関する詳細な情報がない

ため，輸入内生化モデルの輸入 mは国内需要

（中間需要 Ax＋国内最終需要 d）に依存して決

まると仮定する。また，各産業の生産物に対する

すべての中間需要と最終需要のうち輸入品の占め

る割合が同一であるという仮定もおいている。

従来のスカイライン分析では国内需要向けの輸

入分と輸出需要向けの輸入中間財分が分離されて

いない。上の（2）式より明らかであるように，輸

入分を表すx
M
は，実際の輸入に加えて，その輸

入品を自国で生産する場合に必要な全ての中間財

の生産額合計として計算されることになる。

需給構造の特性および輸出入のパターンを的確

に把握するという目的のもとでは，自国内で消費

される輸入分と，最終的に輸出品の生産に用いら

れる中間財の輸入分を分離する必要がある。ここ

では輸入係数を導入する。輸入係数は

と定義する。（7）式を行列表記すると，

ここで，

となる。（7）式を産業連関表のバランス式に代入

すると，以下の（8）式が得られる。

（8）式を xについて解けば，以下の（9）式が

導出される。

ここで（9）式を（7）式に代入すれば，以下の式を

得ることができる。ただし，Bd・・I・・I・M・・

A・
・1
である。

ここでは，M・dは国内最終需要に対する輸入分

で，M・ABd・I・M・・dは国内最終需要によって誘

発される国内生産分Bd・I・M・・dの生産に使用さ

れる輸入中間財である。また，M・ABdeは輸出に

よって誘発される国内生産分 Bdeの生産に必要

な輸入中間財を表している。（10）式によって，各

部門の輸入は，国内需要によって誘発される部分

と輸出によって誘発される部分に分割される。

（10）式を（2）式の x
M
・・I・A・

・1
mに代入する

と，以下の（11）式が得られる。ただし，B・・I・

A・
・1
である。
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x
M・
は国内の需要によって誘発される輸入財を

国内で生産する場合に必要となる各部門の総生産

であり，x
ME・
は輸出によって誘発される輸入財

を国内で生産する場合に必要となる各部門の総生

産である。

（2）式x
E
・・I・A・

・1
eで計算されるx

E
には，

輸出によって誘発される国内の生産だけではなく，

輸出財の生産に使用される輸入中間財を国内で生

産した場合の波及効果までが含まれていることに

なる。従って，ある商品が自国内で全く生産され

ておらず，輸出財の生産に大量使われる場合に，

当該部門のx
E
は実際よりずっと大きな値になる

可能性が十分にあると考えられる。輸出入のパター

ンを明らかにするには，x
E
をさらに，国内産財

への生産誘発分と輸入中間財への誘発分に分割し

て分析を行う必要がある。国内産財への生産誘発

分は Bdeで表現し，（11）式から輸入中間財への

誘発分はBM・ABdeで表すことができる。それで，

x
E
を以下のような分割を行う。

（12）式の証明は文末の注に示す（注i）。

輸出を満たすための全生産額x
E
が，輸出によっ

て誘発される国内生産分x
E・
と，輸出によって誘

発される輸入中間財を国内で生産する場合に必要

となる生産分 x
ME・
の二つの要因に分割されるこ

とができる。x
ME・
は，輸出と輸入の両面から解

釈できる。

以上より，次のようなバランス式が導出される。

このバランス式をもとにして，スカイラインチャー

トを描けば，「輸入財を用いて輸出財の生産を行

う」といった生産形態をスカイラインチャート上

で明示することができる。

新スカイラインチャートと従来スカイラインチャー

トと違って，横方向は生産額構成比ではなくて，

国内最終需要の誘発生産額構成比で，国内最終需

要という観点からみた部門別の重要度を表す尺度

である。縦方向は，各最終財消費によって生じる

「波及効果」の比を，「国内最終需要」による「波

及効果」を基準に相対化したものである。

図1の右側は一つの産業部門の新スカイライン

図を表している。この図を使って新スカイライン

チャートの基本の読み方を見てみる。新スカイラ

インチャートの横幅は国内最終需要の誘発生産額

の構成比である。従来スカイラインチャートと同

様に，新スカイラインチャートの縦各項目は国内

最終需要の誘発生産額を比例として表している。

従来スカイラインチャートと異なって，新スカイ

ラインチャートは輸出と輸入の誘発生産額を分割

して詳細に表している。上から1番目の点線は国

内最終需要の誘発生産額 x
D
100％線である。こ

の点線から天井までの部分は輸出の誘発生産額

x
E
を表す。この部分は輸出によって誘発される

輸入中間財額 x
ME・
と輸出の誘発国内生産額 x

E・

の二つの部分に分割されている。そのうち，一番

上の黒色の部分は輸出の誘発輸入中間財額 x
ME・

を表していて，黒色と網掛けた部分を分ける線か

ら 100％線までの部分は輸出の誘発国内生産額

x
E・
を表している。

網掛けた部分は国内需要によって誘発される輸

入額X
M・
を表していて，黒色の部分は輸出によっ

て誘発される輸入中間財 x
ME・
を表している。そ

れで，黒色と網掛けた部分は輸入の誘発生産額

x
M
と相当して，この部分を除いた部分は国内生

産額xを表す部分である。

3） 非競争輸入型産業連関表による新スカイ

ライン分析

中国は加工貿易が多く，輸出品を生産するため，

輸入中間財が多く使われ。この中国の輸出入のパ

ターンを明白にするために，輸出の誘発分を輸入

に対する分と国内生産に対する分及び国内最終需

要によって誘発される輸入分と輸出によって誘発

される輸入分を区別して扱う必要がある。

一方，非競争輸入型産業連関表では国産分と輸
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入分を別々に計算することができるため，いずれ

の需要部門でも国産分と輸入分は実際の割合で分

割されている。それで，非競争輸入モデルは輸出

入のパターンを実態に近いほど表すことができる。

国産分と輸入分をそれぞれ添字dとmを付けて，

バランス式を表すと，

ただし，A
d
・A

m
・A,d

d
・d

m
・dとなる，（14）

式から以下のモデル式が得られる。

d
d
,d

m
はそれぞれ以下のように表されるベク

トルで，A
d
と A

m
は，以下のように表される投

入係数行列である。

D
d
iは国産品に対するi部門の国内最終需要額を，

D
m
iは輸入品に対するi部門の国内最終需要額を

表している。ただし，a
d
ij・x

d
ij・Xjであり，x

d
ijは，

j部門の生産に投入される国産品の中間財i財の

投入金額である。a
m
ij・x

m
ij・Xjであり，x

m
ijは，j

部門の生産に投入される輸入品の中間財i財の投

入金額である。（16）式を（15）式に代入すれば，以

下の式を得ることができる。

ここでは，d
m
は国内最終需要に使われる輸入

分で，A
m
・I・A

d
・
・1
d

d
は国内最終需要によって

誘発される国内生産分 ・I・A
d
・
・1
d

d
の生産に使

用される輸入中間財である。 また， A
m
・I・

A
d
・
・1
eは輸出によって誘発される国内生産分

・I・A
d
・
・1
eの生産に必要な輸入中間財を表して

いる。

（17）式によって，各部門の輸入は，国内需要に

よって誘発される部分と輸出によって誘発される

部分に分割される。（17）式を x
M
・・I・A・

・1
m

に代入すると，以下の（18）式が得られる。ただし，

B・・I・A・
・1
である。

x
M・
は国内の需要によって誘発される輸入財を

国内で生産する場合に必要となる各部門の総生産

であり，x
ME・
は輸出によって誘発される輸入財

を国内で生産する場合に必要となる各部門の総生

産である。

同じ方法で輸出の誘発生産額x
E
をさらに，国

産財への生産誘発分と輸入中間財への誘発分に分

割することができる。国内産財への生産誘発分は

B・・・I・A
m
・I・A

d
・
・1・・・eで表現し，（19）式から輸

入中間財への誘発分は BA
m
・I・A

d
・
・1
eで表すこ

とができる。それで，x
E
を以下のような分割を

行う。

輸出を満たすための全生産額x
E
が，輸出によっ

て誘発される国内生産分x
E・
と，輸出によって誘

発される輸入中間財を国内で生産する場合に必要

となる生産分 x
ME・
の二つの要因に分割されるこ

とを示すものである。

以上より，次のようなバランス式が導出される。

このバランス式をもとにして，スカイラインチャー

トを描けば，非競争輸入産業連関表による新スカ

イラインチャートを描くことができる。
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国産分：x・A
d
x・d

d
・e （14）
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3．中国2014年産業連関表による3つの

スカイラインチャートの比較

本節では，前節で示したスカイラインチャート

の基本知識を踏まえて，中国2014年28部門産業

連関表のスカイラインチャートを描き比較する。

本論文でOECDが2016年に（ISICRev4）2008

SNAに基づいて発表した2000�14年の56産業部

門表を使用する。加工貿易が多いという中国貿易

の特徴を明らかにするため，各製造業に関する部

門分類をそのままに，いくつかのサービス業を統

合整理して28部門表にした。部門対応は表1の

通りである。

これから三つのスカイラインチャート（図2）

を比較してみる。

図2�①は中国2014年従来のスカイラインチャー

トである。下から二番目の点線の下の部分は各産
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表1 本論文28分門表とOECDの56部門表の分類対応表

本論文の部門分類 OECDの部門分類コード（ISICRev4）

1．農林畜水産業 A01_A03

2．砿業と採石業 B

3．食品飲料とタバコ製造 C10_C12

4．衣料皮革と織物製造 C13_C15

5．家具以外の木製品 C16

6．紙と紙製品の製造 C17

7．印刷と記録メディアの再生 C18

8．コークスと精製石油精製 C19

9．化学製品の製造 C20

10．基本医薬品と薬品の製造 C21

11．ゴムとプラスチック製品 C22

12．その他非金属鉱物製品 C23

13．基礎金属の製造 C24

14．機械装置以外の金属製品 C25

15．コンピューター・電子光学製品 C26

16．電気機器の製造 C27

17．機器装置の製造・修理 C28，C33

18．モーターとトレーラー製造 C29

19．その他の運送機器の製造 C30

20．家具とその他の製造 C31_C32

21．電気・ガス・上下水道 D35，E36，E37_E39

22．建築業 F

23．卸売 G45_G47

24．水上輸送 H50

25．空輸 H51

26．その他運送と支援活動 H49，H52，H53

27．法律会計と本社の経営活動 M69_M70

28．その他産業 I，J58_J60，K64_K66，L68，M71_M75，N，O84，

P85，Q，R_S，T，U
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図2 3つのスカイラインチャート

図2�① 中国2014年従来のスカイラインチャート

図2�② 中国2014年競争輸入型産業連関表による新スカイラインチャート

図2�③ 中国2014年非競争輸入型産業連関表による新スカイラインチャート



業の国内需要によって誘発される生産額で，点線

から一番上の天井までの部分は輸出によって誘発

される生産額を表し，網かけた部分は輸入によっ

て誘発される生産額である。これを見ると，2砿

業と採石業と25空輸以外の各産業は国内生産だ

けで国内需要を満たすことができる。中には4衣

料皮革と織物製造，11ゴムとプラスチック製品，

14機械装置以外の金属製品，15コンピューター・

電子光学製品，16電気機器の製造，23卸売など

の産業部門の輸出によって誘発される生産額が輸

入によって誘発される生産額より多いことが一目

瞭然である。レオンチェフが行ったスカイライン

分析の主たる目的は経済発展の段階が進むにつれ

て国内の需要を満たすのに十分な産業構造が構築

されるという視点から，経済発展と産業構造の関

係について分析を行う。経済発展に伴って国内の

自給率が100％に近付いていくことを示唆するも

のであった。

図2�②は中国2014年の新スカイラインチャー

トで，従来のスカイラインチャートに比べて新ス

カイラインチャートの横幅は各産業の国内最終需

要の誘発生産額構成比に変わったことによって，

国内最終需要という観点から部門別の重要度を表

すことができる。図2�②を①と比較すると，①

においては網かけた部分として表されていた輸入

分が，輸出によって誘発される輸入分を表す網か

けた部分と国内需要によって誘発される輸入分を

表す黒色部分に分割されていることが分かる。こ

のような処理によって，輸出入パターンの重要な

特徴が見落としことなく表すことができる。総体

から見ると，国内需要によって誘発される輸入額

の黒い部分が輸出によって誘発される輸入分の網

かけた部分より極めて多いことが分かる。

図2�③は中国2014年非競争輸入型産業連関表

によって作った新スカイラインチャートである。

図2�②と比べて，国内需要によって誘発される

輸入額の黒い部分が大幅に減少し，輸出によって

誘発される輸入分の網かけた部分が飛躍的に増大

した。非競争輸入型産業連表は国産品と輸入品の

それぞれの需給構造を示し，貿易構造の分析には

非常に有効であることが明白になった。また，中

国に対して，競争輸入型スカイライン分析では各

産業の生産物に対するすべての中間需要と最終需

要のうち輸入品の占める割合が同一であるという

仮定が適切ではないといえる同時に，中国加工貿

易が多いという実態も証明できる。

4．中国2000�14年の産業・貿易構造の

変遷

前節で示した非競争輸入型の新スカイライン分

析は加工貿易が多いという中国の産業・貿易構造

の特徴を明確に表現できる。本節では，同じ手法

で中国2000�14の産業・貿易構造の変化を確認す

る。

まず，表2と図3は中国2001�14年各産業輸出・

輸入と生産額増加率の推移を示す。同図表から，

中国はWTOの加盟に伴って，2001�04年に中国

の輸出・輸入と生産額が急激に増加し，2004年

の平均増加率が36.9％，36％と22.0％にもなり，

2005�07年に輸出と輸入の増加率が横ばいに，生

産額の増加率が過去最大の 30.3％になった。

2008年世界経済危機の影響を受け，貿易増加の

勢いが弱くなって，2009年に輸出，輸入が最低

値の－16.0％，－10.5％に減ってきた。景気の回

復につれて，2010年増加率は輸出が31.3％，輸

入が歴史最高値38.0％になった。その後増加率が

だんだん減少しつつある。

これからスカイライン分析の手法を用いて各産

業構造・貿易構造の変遷を確認する。図4では中

国2000�14年非競争輸入型産業連関表から算出作

成したいくつかの時点の新スカイラインチャート

を示す。

図4から中国産業構造と貿易構造の変化が読み

取れる。横幅の変化から，国内最終需要という観

点から各産業の重要度が見られる。図4�①と②

を比較すると，2000年に比べて2006年の1（農

林畜水産業），4（衣料皮革と織物製造），23（卸

売）の重要度が低くなったが，13（基礎金属の製

造），21（電気・ガス・上下水道），27（法律会計

と本社の経営活動）等産業の重要度が高くなった。

図4�②と③の比較から，2009年が06年より15
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表2 中国2001�14年各産業輸出・輸入と生産額増加率の推移

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 平均

1
0
0
2

輸出 �3.815.1 8.9 5.011.9 5.0 5.115.612.415.8 4.1 3.3�10.3 9.6 6.4 2.520.211.2 5.9 0.414.3 4.1 8.912.312.311.9 8.9 20 7.1

輸入 11.7�6.9 4.8 0.0�9.3�6.2�3.5 0.0 3.520.7 3.6 6.5 1.3 4.111.0 8.419.531.088.6 5.2 4.814.8 9.7 9.7 9.519.7 4.8 9.4 8.1

生産額 5.110.9 6.3 1.219.314.414.4 31 0.0 0.010.0�13.010.6 1.2 8.2�2.510.513.013.0�1.117.614.7 2.613.713.713.726.011.2 8.2

2
0
0
2

輸出 32.4 7.116.514.127.319.119.125.120.822.719.225.326.625.836.017.932.133.122.116.330.0 9.830.317.917.916.430.317.0 23.0

輸入 8.817.613.6 2.813.910.010.311.924.022.620.110.022.815.027.915.726.538.1�7.617.032.423.526.621.922.426.830.836.4 21.3

生産額 3.910.7 8.8�0.8 9.6 9.3 9.337.3 3.2 3.2 7.0�13.2 5.5�0.313.7 0.510.220.620.6�6.015.716.9 1.311.211.211.223.5 9.5 8.3

3
0
0
2

輸出 40.2 5.824.631.528.8 6.4 5.333.139.051.224.129.060.831.757.837.947.571.967.225.613.841.7 6.524.423.312.919.7�2.1 33.9

輸入 58.859.234.0 4.212.412.820.940.732.331.039.228.358.822.844.930.341.279.922.862.343.931.737.2�5.743.830.824.4�1.4 37.8

生産額 4.915.320.219.4 9.417.2 8.9 5.628.021.915.324.539.8 9.930.524.521.136.733.3�2.215.414.9 6.4 1.4 5.711.233.814.2 16.9

4
0
0
2

輸出 �11.610.528.227.848.3 3.0 1.232.339.631.135.135.283.843.852.740.259.676.924.510.938.159.216.143.942.730.830.5 6.3 36.9

輸入 51.588.135.4 7.8 9.219.426.647.836.217.935.930.423.810.937.928.936.620.315.560.140.038.234.6 8.767.448.542.411.2 36.0

生産額 23.022.917.519.134.021.913.037.920.314.421.326.935.227.151.632.028.010.7 7.9�26.830.415.1 6.412.517.723.742.116.2 22.0

5
0
0
2

輸出 29.022.923.727.523.0 2.8 3.0�4.431.530.730.433.0 0.032.033.731.327.949.426.852.810.4 1.114.921.120.010.029.210.3 27.6

輸入 13.245.513.3�5.5 4.1�1.4 7.519.218.621.617.911.713.8 2.819.910.1 2.7 2.420.755.013.510.321.3�13.936.527.140.1 6.9 17.4

生産額 5.648.124.020.1 8.920.611.624.632.726.011.735.330.413.736.930.616.223.119.989.027.113.2�3.516.622.628.849.227.2 23.3

6
0
0
2

輸出 3.6�13.623.223.530.0 3.7 2.7�6.621.934.824.827.045.632.927.031.939.542.345.828.620.747.422.135.534.323.337.3 9.1 27.4

輸入 20.828.522.8 0.1 8.4 6.716.335.312.624.626.110.8 7.0 6.421.316.415.936.461.333.124.522.126.9�3.951.233.615.322.7 20.2

生産額 10.121.823.024.732.519.210.128.818.812.622.533.824.234.718.726.728.328.925.642.824.428.730.9 5.211.116.610.217.0 21.9

7
0
0
2

輸出 25.5�15.019.919.917.2 0.0�1.922.533.838.419.716.416.532.117.931.269.262.634.029.813.361.428.531.230.140.644.534.9 27.0

輸入 24.129.738.6�2.5 7.711.312.4 3.519.539.815.712.923.7 6.811.610.320.028.8 7.455.951.430.923.8 5.854.815.845.086.1 20.8

生産額 24.719.036.131.432.919.310.049.835.628.225.538.731.239.416.541.732.848.744.820.329.035.543.712.019.024.916.127.1 30.3

8
0
0
2

輸出 �8.273.1 9.9 5.712.142.111.658.228.427.7 3.928.839.519.510.224.028.719.841.0�0.5�5.228.147.421.223.441.124.716.3 18.1

輸入 34.257.333.3 4.8 1.212.2�1.555.5 6.625.2 9.4 9.012.413.8 2.6 9.814.217.4 4.714.812.112.930.770.647.448.725.229.7 19.0

生産額 28.957.038.921.617.721.723.423.233.336.526.926.038.426.013.846.533.333.129.8�5.6�7.834.236.9 9.222.126.825.929.2 28.5

9
0
0
2

輸出 0.1�46.4�8.5�14.5�10.516.1�2.7�27.8�30.1�2.1�18.6�7.4�49.8�20.6�14.2�18.5�18.6�31.2 6.9�13.1�13.9�11.0 6.8�21.8�20.3�8.0�9.6�14.2�16.0

輸入 �11.5�24.1�6.4�10.1 4.4�2.6�11.6�32.2 �1114.4�1.9�10.0 9.4�5.0�9.3�8.3�14.0 0.8 1.8�8.6�0.3 0.5�9.528.7 7.1�11.7�7.4�3.5�10.5

生産額 6.3�8.5 8.911.036.917.719.3 9.1 2.2 4.713.428.0�9.518.7�6.7�4.615.837.834.4 2.1 5.521.512.6�9.0 3.5 7.310.016.5 9.8

0
1
0
2

輸出 24.237.124.925.727.256.229.8100.544.524.628.542.748.323.435.442.031.670.142.0�12.337.226.030.622.324.543.710.422.5 31.3

輸入 46.859.430.930.347.330.415.245.732.018.945.949.831.126.437.130.945.764.313.328.4 7.5�1.143.060.037.432.7�0.714.7 38.0

生産額 16.125.222.910.8�2.9 3.4 4.857.317.920.713.5 6.516.1 4.255.738.4 4.441.537.9�15.713.720.124.5�0.914.919.016.716.9 20.1

1
1
0
2

輸出 7.336.024.016.828.357.327.038.433.913.021.530.038.024.210.318.424.830.613.722.221.035.035.310.112.130.314.515.8 20.0

輸入 33.042.134.223.835.327.921.044.820.229.614.825.236.621.411.910.221.626.717.530.818.319.629.863.641.640.9 7.229.5 25.5

生産額 22.836.331.718.828.721.314.333.333.332.921.931.728.722.420.924.724.520.220.221.617.925.527.422.922.922.922.823.1 25.2

2
1
0
2

輸出 �7.9�6.9 1.7 0.114.027.413.1 4.1�5.1 2.8 9.422.6 1.615.4 7.110.4�4.9 7.0�2.233.042.2 8.315.1�5.4�3.711.7�2.613.7 5.8

輸入 8.5 0.5 9.9 6.6�1.4�5.5�9.4 4.6�4.716.2 1.611.310.6 3.3 7.7�4.7�20.2 0.011.9�4.372.7�10.010.732.210.6 7.8 1.823.1 2.6

生産額 12.9 1.819.714.719.4 8.422.7 8.214.222.5 9.614.612.329.611.211.3 3.2 8.6 8.624.7 8.313.716.412.512.512.517.816.3 13.2

3
1
0
2

輸出 7.6 3.110.411.7 6.814.517.511.9 8.0 8.410.215.6 4.5 8.9 6.013.1 9.0 9.6�6.611.1 2.530.6�6.9�1.9�1.9�2.0�6.9 4.6 6.3

輸入 5.0 1.9 8.8 6.318.7 2.3 0.3�2.4 3.110.6 2.1 2.930.0 5.7 5.2 0.2�6.6 2.118.213.728.043.7 9.3 7.0 6.9 0.121.718.3 6.6

生産額 10.915.815.713.819.2 9.818.9 5.214.321.015.218.810.915.112.214.014.217.317.317.115.813.015.111.711.711.715.815.9 14.2

4
1
0
2

輸出 2.0 2.0 4.0 3.9 8.010.3 8.9 5.710.8 2.8 3.4 2.714.5 6.6 5.210.1 6.9 7.4�2.4 9.312.9�11.3 8.3�2.8�2.8�3.0 8.3�4.3 5.8

輸入 3.2�5.2 1.7 0.217.6 1.9 7.9�17.8�3.112.3�3.210.5�26.0 1.5�4.0 4.3 1.615.2 8.045.5 6.7�4.012.3 4.8 5.4 2.613.610.7 �1.1

生産額 6.513.6 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.813.610.511.511.411.411.413.612.6 8.6

出所：OECD・WorldInput-OutputTables（WIOT）・より算出作成。



（コンピューター・電子光学製品）の重要度が低

下したことが分かる。

2006年から2（砿業と採石業）を除いて，すべ

ての産業では国内最終需要が国内生産だけで賄わ

れる。各産業の規模が2000年より大きくなり，

特に06年に4（衣料皮革と織物製造），15（コン

ピューター・電子光学製品），20（家具とその他

の製造）と24（水上輸送）の4つの産業は国内

需要より遥かに多い生産を行って，大量に輸出し

た。

図4�①から中国2000年の産業構造と貿易構造

の特徴が読み取れる。まず，自国の生産だけで

国内の需要を満たすのが難しく輸入に依存する産

業がいくつあった。2（砿業と採石業），6（紙と

紙製品の製造），8（コークスと精製石油精製），9

（化学製品の製造），13（基礎金属の製造），15

（コンピューター・電子光学製品），17（機器装置

の製造・修理），18（モーターとトレーラー製造）

等8産業があげられる。各産業で輸出によって誘

発される輸入が存在しているのが分かる，輸入の

依存度が大きいのが15（コンピューター・電子

光学製品），4（衣料皮革と織物製造）と9（化学

製品の製造）である。また，国内需要によって誘

発される輸入の割合が最も多い産業は15（コン

ピューター・電子光学製品）で，その次は 16

（電気機器の製造），17（機器装置の製造・修理）

である。

2006年に輸出によって誘発される輸入の量も

一層増加した，輸入の依存度の高い産業は 15

（コンピューター・電子光学製品），4（衣料皮革

と織物製造）と11（ゴムとプラスチック製品）

などがあげられる。それに対して国内最終需要に

よって誘発される輸入の量が減少しつつある。28

産業部門の中に国内最終需要によって誘発される

輸入の割合が最も多い産業が25（空輸）になっ

た。その次は2（砿業と採石業）で，3位目は17

（機器装置の製造・修理）である。

図4�③を図2�③と比べて見た結果，2（砿業と

採石業）は始終国内最終需要を国内生産で満たす

ことができぬ，輸入に依存する産業である。砿業

と採石業は資源産業で，生産技術がいくら発達し

ても，国内生産だけで内需要を満たすのが難しい

と考えられる。2009�14年に輸出によって誘発さ

れる輸入の割合の多い産業は15（コンピューター・

電子光学製品），4（衣料皮革と織物製造）と11

（ゴムとプラスチック製品）である。それに対し

て国内需要によって誘発される輸入の割合が多い

産業は変わらず，ずっと1位は25（空輸），2位

は20（家具とその他の製造），3位は2（砿業と

採石業）である。

2006年以来，国内生産が国内需要より遥かに

多い産業が出てきた。本論文では高度輸出依存産

業と呼ぶ。スカイラインチャート上でこういう産

業の特徴は下から二番目の点線の上に白い部分

（輸出によって誘発される国内生産と国内需要に

よって誘発される輸入の差額）が多い。この部分
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図3 中国2001�14年の輸出・輸入と生産額の動向（増加率）

出所：表2から算出したデータにより作成。

（年）

（％）
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図4 中国2000�14年非競争輸入型産業連関表による新スカイラインチャートの比較

図4�① 2000年非競争輸入型産業連関表による新スカイラインチャート

図4�② 2006年非競争輸入型産業連関表による新スカイラインチャート

図4�③ 2009年非競争輸入型産業連関表による新スカイラインチャート



の変化はこの産業の技術力を反映できると思われ

る。

図 2�③中国 2014年の高度輸入依存産業は 4

（衣料皮革と織物製造），11（ゴムとプラスチック

製品），14（機械装置以外の金属製品），15（コン

ピューター・電子光学製品），16（電気機器の製

造），17（機器装置の製造・修理），23（卸売），

27（法律会計と本社の経営活動）などと考えられ

る。

5．終わりに

本論文では，三つのスカイライン分析の比較か

ら非競争輸入型スカイライン分析は中国の加工貿

易が多いということが証明できたため，非競争輸

入型スカイライン分析を提案した。非競争輸入型

スカイライン分析により2000�14の中国の産業・

貿易構造の変遷を確認した。

これまで中国の非競争輸入産業連関表がなく，

WIODによってはじめて中国の非競争輸入型産

業連関表が使用可能になった。2014年中国の競

争輸入型スカイラインチャートと非競争輸入型ス

カイラインチャートの比較から，競争輸入型スカ

イライン分析では各産業の生産物に対するすべて

の中間需要と最終需要のうち輸入品の占める割合

が同一であるという仮定が適切ではないと言える

同時に，中国加工貿易が多いということも証明で

きた。

2001年から中国輸出，輸入と国内生産額が急

速に増加しつつある。08年に輸出，輸入と国内

生産額の増加率が大きくなり，世界経済危機の影

響で09年の増加率がマイナスになって，景気回

復後2010年に増加率また最高値になった。

産業別から見ると，2000年に自国の生産だけ

で 国内の需要を満たすのが難しく輸入に依存す

る産業が2（砿業と採石業），6（紙と紙製品の製

造），8（コークスと精製石油精製），9（化学製品

の製造），13（基礎金属の製造），15（コンピュー

ター・電子光学製品），17（機器装置の製造・修

理），18（モーターとトレーラー製造）等8産業

があげられるが，生産技術の発達につれて06年

から2（砿業と採石業）だけになった。

スカイライン図の横幅，国内最終需要の観点か

ら，1（農林畜水産業），4（衣料皮革と織物製造）

の重要度が低くなったが，13（基礎金属の製造），

21（電気・ガス・上下水道），27（法律会計と本

社の経営活動）等産業の重要度が高くなった。

2000年に，各産業で輸出によって誘発される

輸入の割合高さ順は15（コンピューター・電子

光学製品），4（衣料皮革と織物製造）と9（化学

製品の製造）である。また，国内需要によって誘

発される輸入が最も多い産業は15（コンピュー

ター・電子光学製品）で，その次は16（電気機

器の製造），17（機器装置の製造・修理）である。

2006年に輸出によって誘発される輸入の量も一

層増加した，高さ順では15（コンピューター・

電子光学製品），4（衣料皮革と織物製造）と11

（ゴムとプラスチック製品）になる。11（ゴムと

プラスチック製品）が初めて第3位になった。そ

れに対して国内需最終需要によって誘発される輸

入の量が減少しつつある。国内需最終需要によっ

て誘発される輸入の割合の最も多い産業が 25

（空輸）に変わった。2位は（砿業と採石業）で，

3位は17（機器装置の製造・修理）である。

また2014年の高度輸入依存産業は4（衣料皮

革と織物製造），11（ゴムとプラスチック製品），

14（機械装置以外の金属製品），15（コンピュー

ター・電子光学製品），16（電気機器の製造），17

（機器装置の製造・修理），23（卸売），27（法律

会計と本社の経営活動）などと考えられる。

（ i）（12）式は，以下のようにも表される。

e・・I・・I・M・・A・
・1
e

・・・・・I・A・
・1
M・A・I・・I・M・・A・

・1・・・e

即ち，

・I・A・
・1
・・I・・I・A・

・1
M・A・

・I・・I・M・・A・
・1

さらに，

I・・I・M・・A・・I・A・

・I・・I・A・
・1
M・A・
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�注�



この式が成り立つことを証明すれば，（12）式が成り立

つことが証明できる。式の右辺を展開することにより，

以下のように，左辺の式が導出される。

・I・A・・I・・I・A・
・1
M・A・・

・I・A・M・A・I・・I・M・・A

これより（12）式が成り立つことが証明される。
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